
岐阜市・日本財団からのコメント

WORK! DIVERSITY プロジェクト in 岐阜 とは

1,500万人 1/8人
全国のおよそ

ひきこもり、ニート、ミッシングワーカー、刑余者、若年認知症、難病、さまざまな依存症など、
積み上げると約1,500万人を超える想定。要因の重複や、すでに働いている方もいることを
考慮すると、その実数は約600万人と思われる。
（各数字は就労困難要因ごとの各種個別調査を日本財団がまとめた資料より一部抜粋）

「WORK! DIVERSITY プロジェクト in 岐阜」は、日本財団・岐阜市による助成・補助を受け、
一般社団法人サステイナブル・サポートが事業を推進しています。

働きづらさを抱える岐阜市民を対象とした、新しい就労支援モデルをつくるプロジェクトです。
さまざまな理由から「働きたいのに働けない」状況にある方へ、就労系障害福祉サービスを活用した
就労支援を提供し、就職・職場定着するまでを全面的にサポートします。

岐阜市では、「ワークダイバーシティ」を政策ベクトルの１つに掲げ、全ての人に働くことを通じて居場所と
出番をつくることが人々の幸せに繋がるという考えのもと、多様で柔軟な働き方を実践する事業を進めて
おります。私たちの社会には、さまざまな理由で「働きづらさ」を抱え、働きたいと思っていても働く機会を
得られない方々が存在しています。ライフスタイルや特性をふまえた多様で柔軟な働き方の実現により、
一人一人が持てる力を発揮し、幸せを実感することができるまちを目指しています。

先人たちの努力により障害者の就労支援事業所は全国に整備され、その支援により社会で活躍している
障害者がたくさんいます。そうした優秀な障害者就労支援事業所は我が国の財産といえます。一方で
そうした支援を受けられない就労困難者が支援の制度のはざまで活躍する場を得られていない現実が
あります。この人たちに支援を広げる仕組みを構築するため、日本財団では岐阜市をはじめとした自治体
や団体と連携しWORK!DIVERSITYプロジェクトに取組んでまいりました。これからの人口減少社会に
おいて、すべての人が生き生きと活躍できる社会基盤を築くことは我が国の喫緊の課題でもあります。
この事業を国家的政策として広げていくため、岐阜市をはじめとした自治体とともに、制度化に向けた
取り組みを進めてまいります。

「誰もが自分らしく生きていける社会」を目指し、発達障害や精神障害などの目に見えない
生きづらさを抱えている方々への就労支援に取り組んでいます。また、地域に向けた啓発
活動を実施し、地域における支援の連携体制の構築に取り組んでいます。
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●2022年度～
●2023年度～
●2024年度～

一般社団法人サステイナブル・サポート

岐阜市

TEL
FAX
MAIL
URL

〒500-8175 岐阜県岐阜市長住町2丁目7番地
　　　　　　アーバンフロントビル3階

058-216-0520　
058-215-1932
info@sus-sup.org
https://sus-sup.com/

ワークダイバーシティ 岐阜

WORK! DIVERSITY プロジェクト in 岐阜 事務局
MAIL
URL

workdiversitygifu@sus-sup.org
https://workdiversitygifu.com/

宮城県

千葉県

名古屋市

岐阜市

豊田市

福岡県

岐阜市を含む
全国６都市で
モデル事業を
実証中

WORK! DIVERSITY プロジェクトに取り組む全国のエリア
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働きづらさを抱える多様な人々
2024年5月末時点の実績
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※ここでの「障害者」とは、過去に何らかの精神疾患等があったが、
　現在は通院をしておらず福祉の利用につながらない方等を示す。
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